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研究成果の概要（和文）：

アイルランドにおいて英語はもともと自分たちのことばではなく、いわば外国語、第 2 言語、
第 1 言語としてのプロセスを経て、独自の文法をもつアイルランド英語として根付いたもので
ある。本研究においては、アイルランド英語の性質を今日の世界の多様な英語変種とともにみ
ていくことによって、接触による文法形成、および地域に根付いた英語に対する話者の言語意
識と文法体系への関わりを考察した。フィールド調査に基づいた、アイルランド英語の文法の
動態的観点からの分析および記述を基礎として、世界英語諸変種やクレオールなどの接触言語
との関係性を明らかにすること。その最初の部分を本研究において展開した。

研究成果の概要（英文）：
Ireland provides an interesting example for examining the transition of an imported variety of English. 

It has experienced adoption of English firstly as a foreign language and eventually as a first language, 
via the status of a second language; Ireland has nurtured and systematized its own grammar as 
Hiberno-English. This property becomes an important reference point in the study of World Englishes. 
This project has examined the dynamism of Hiberno-English, contact-induced grammatical formation,
and speakers’ sociolinguistic awareness, based upon my regular fieldwork. The project has undertaken a 
primary investigation into Hiberno-English in relation with World Englsihes, as well as with creoles.
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１．研究開始当初の背景

アイルランド英語(Hiberno-English)は一般

的にイギリス英語の地域方言であるとみな

されているが、その言語現実は基層のアイル

ランド語の影響を考えずには説明が難しい。
語彙的、音韻的な特徴にアイルランド英語の

固有性がみられるだけでなく、テンス・アス

ペクトおよび情報構造の表現に関する文法

的対立といった文法の根幹といえる部分に、

標準英語ないしは他の英語変種と区別可能
な体系を見出すことができる（拙著 English in 
Ireland: Beyond Similarities (2009)）。

研究開始までの調査により、アイルランド

語と英語との「第一の接触」によって形成さ

れたアイルランド英語が、現代は他の主要な

英語変種との、いわば「第二の接触」のなか

でさらなる変化が起こっていることが考え
られた。変化についての具体的な調査は当初

ほとんどなされておらず、報告者はとくに、

現在の話者にあると考えられる二つの言語

意識（正しさに関する意識とアイルランドら

しさに関する意識、それぞれ awareness of 
Standard, awareness of Irishness）との関連にお

いてアイルランド英語の文法を見直し、動態

的観点からの記述に着手し始めたところで

あった。

アイルランド英語は、その文法の特性から、

クレオール研究や接触言語学分野において

も、たびたび有用な事例として紹介されてい
る背景があり、アイルランド英語をその文法

的属性を明らかにしながら、よりひろいコン

テクストにおいてみていくことを本研究に

おいて展開することとした。

２．研究の目的

世界のさまざまな地域において英語の土

着化かみられ、第二言語あるいはリンガフラ

ンカとしての英語の使用か拡大しつつある

現在の情勢を踏まえ、世界の英語変種の多様

な形態に注目した世界英語の研究分野にお

いて、当該言語の調査および研究を発展させ
ることをおもな目的とした。フィールドにお

ける言語調査に基づいてアイルランド英語

の動態的研究を充実させ、世界英語研究への

事例的および理論的貢献をはかる趣旨であ

る。

３．研究の方法

フィールドにおける調査に関しては、言語

話者の協力を得ながら行う言語調査に加え、

自然談話時の音声データを収集した。さらに

参与観察、インテンシヴ・インタビュー、ア

ンケートなどの手法を用いることによって、

言語の実態と話者の言語意識についての考

察の基盤を得た。

世界英語を中心とした他の英語変種との

関連性に関しては、広範な文献調査を行い、

その理解のもとでとくに英語変種の連続性
に着目した考察を行った。

研究全体を通して、みずから現地で行うア

イルランド英語の調査に基づく考察と他の

英語変種に関する文献調査の統合と相互検

証を行い、言語現象に関する分析をより正確
なものにした。調査の結果および考察は適宜、

研究発表等において公開し、精緻化をはかっ

た。

４．研究成果

（１）アイルランド英語に関する調査

アイルランド共和国コーク市およびケリ
ー県において、アイルランド英語話者の言語

意識および言語使用の実態に関するフィー

ルド調査を行った。

①言語的性質に関する調査・記述

情報構造およびテンス・アスペクトに関す
る文法的対立の表現形式に関する調査を継

続した。その考察の一部をまとめ、発表した

（論文 1、5、学会発表 2、5 に関連）。

②言語コミュニティに関する調査・記述

地域の社会歴史的背景および話者の意識

とアイデンティティをふくめたアイルラン

ド英語南西部方言の言語環境の基礎的な調
査を行った（学会発表 7 に関連）。

③言語意識に関する調査・記述

アイルランド英語の形態統語法的特徴お

よび語彙項目に対する話者の言語意識の記

述をまとめた（論文 3 に関連）。
話者の二つの意識（awareness of Standard と

awareness of Irishness）について、その独立性

を検証した（論文 4 に関連）。

アンケートのデーターを再整理し、アイル

ランド英語の文法・語彙特徴の使用の有無と

アイデンティティの関係性に関する考察を

まとめた（学会発表 4 に関連）。
アイルランドの人々の言語意識と文法的

性質をまとめ、方言のコミュニケーションと

アイデンティティについて考察した（図書 1
に関連）。

（２）世界英語と接触言語に関する調査

①世界英語諸変種

アイルランド英語がさまざまな英語変種

との関係でどのように位置づけられるかを

考察するため、世界英語諸言語に関する文献

調査を行った。

②接触言語に関する文献調査



接触による言語変化の考察のため、クレオ

ールおよび類型論分野においての文献調査
を行った。とくに、カリブ海地域の英語諸変

種とクレオールの形成環境に関して文献調

査を行った。

（３）世界の英語変種および接触言語との関
連性に関する考察

①世界英語変種との関係性
アイルランド英語は一般的に英語方言と

してみなされる一方で、クレオール的特性を

もつ言語として考えられる。このような英語

の位置づけに関する「二重性」について考察

をまとめ、アイルランド英語の文法体系の形
成を新言語形成の観点から検討した。接触に

よる言語の形成とコミュニティレベルにお

ける社会歴史的背景、さらに言語現実などを

踏まえ、多面的に考察した（論文 2、学会発

表 6 に関連）。
②クレオールを中心とした接触言語との関

係性
社会歴史的背景についての人々の意識と

文法的性質の観点から、アイルランド英語と

クレオールとの連続性に関する研究発表を

行った（学会発表 5 に関連）。とくに、さま

ざまな文法特徴にあらわれている文法的イ
ノベーションに関して、その発現のプロセス

を検討した（学会発表 3、5 に関連）。

カリブ地域の英語諸変種は、アイルランド

からの強制労働者が 17 世紀半ばにカリブに

渡った史実があり、その関連からも関係性に
関する調査をすすめた。とくに、カリブ地域

に共通の言語特徴の形成である do be 形式に
関する考察を行った（論文 1、学会発表 3 に

関連）。

③移民コミュニティの言語との関係性

接触現象とコミュニティ環境を中心とし

た考察を、ひろく接触言語としてとらえられ
る移民コミュニティの言語に関しても行っ

た。アイルランド英語のような言語交替変種

とのおもに生態面での比較において、移民コ

ミュニティの言語の性質を検討した（学会発

表 1 に関連）。
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